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中学校家庭科被服学習における
子どもの被服関心･自尊感情形成評価への心理測定尺度適用の試み(1)
-教科としての目標達成を目指す家庭科評価研究(第3報)-
佐藤 園 ･ 平田美智子* ･ 河原 浩子* ･ 小橋 和子** ･ 原田 省吾**
本継続研究の目的は,｢被服学習｣が教科の目標である ｢家庭生活を営む力｣の育成を通
して,どのように子どもの ｢人格形成｣に結びつくのかを心理測定尺度適用により試みるこ
とを目的とするものである｡第1報で検討したように,平成20年3月末に告示された平成20
年版学習指導要領に示された中学校 ｢技術 ･家庭 (家庭分野)｣の被服学習には,その目的
を達成するために解決すべき課題が2点存在した｡第一は,目的に相当する ｢学習者と被服
との関わり｣を学ぶ内容が欠落していること,第二は,被服学習が学校教育の目的である学
習者の ｢人格形成｣にどのように関わるのかを,客観的に評価する方法がないということで
ある｡本報では,第一の課題解決を目的として,岡山大学教育学部附属中学校で取り組まれ
ている授業開発研究 ｢外観 ･被服 ･私｣を踏襲し,第2報で検討した結果から,心理測定尺
度を適用することで第二の課題を検討することを目的とした｡被服学習で子どもの ｢人格形
成｣を測るためには,① ｢学習者自身｣と② ｢学習者と被服との関係性｣の心理傾向を測定
する必要があるが,既存の ｢心理測定尺度｣を検討し,①は第2報と同じ ｢自尊感情尺度｣,
②は ｢被服関心度質問表｣を選択し,調査用紙を作成した｡2008年3月に岡山大学附属中学
校第1･2学年400名 (第1学年男子100名 ･女子100名,第2学年男子100名 ･女子100名)
を対象にプレテストを行い,回答を得られた242名 (第1学年男子42名 ･女子62名,第2学
年男子56名 ･女子82名)の結果を統計ソフトSPSSにより信頼性について分析した｡その結
果,クロンバックのα係数が概ね0.7以上となり,作成した調査用紙は中学生に適用可能な
ことが確認できた｡
Keywords:中学校家庭科,評価研究,被服学習,心理測定尺度
l はじめに
第 1報 1'で検討したように,平成20年 3月末に
告示された学習指導要領に示された中学校 ｢技術 ･
家庭 (家庭分野)｣(以下,｢中学校家庭科｣と称す)
は,家族 .保育学習と被服学習において,その目的
に相当する内容が欠落していた｡そのため,中学校
家庭科が,家庭科固有の目的である ｢家庭生活を営
む力｣を学習者に育成し,それを通して学校教育の
目的である ｢学習者の人格形成｣を達成していくた
めには,以下の二つの課題を解決していくことが不
可欠であると捉えられた｡
課題① :欠落している家族 ･保育学習と被服学習
の目的を学ぶ内容を開発すること
課題② :･蓬)を補った上で,｢学習者と家族 ･保育｣
｢学習者と被服｣との関わりを探求する学習が,ど
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のように学校教育の目的である｢学習者の人格形成｣
に寄与できるのかを,客観的に明らかにすること
上記の家族 ･保育学習に関する課題①②への取り
組みは,第2報2)で述べた通りであるD本報では,
残された被服学習に関する課題①②について考えて
いきたいo
まず,課題①であるが,これは,岡山大学教育学
部附属中学校で ｢外観 ･被服 ･私｣の授業開発研究
として行われている｡本報では,この授業開発研究
を踏襲し,課題②について検討する｡方法としては,
第2報で述べたように,心理測定尺度の適用を検討
してみたい｡
Il.平成10年版学習指導要領に示された中学校被
服学習の内容と評価方法
本継続研究で踏襲する本学部附属中学校における
｢外観 ･被服 ･私｣は,現行の平成10年版学習指導
要領に示された被服学習と評価方法に基づいて開発
研究がなされている｡第 1報では,平成20年版学
習指導要領に示された被服学習についてのみ検討を
行っているため,ここでは,平成10年版学習指導
要領に示された被服学習とその評価方法について,
考察しておきたい｡
1.平成10年版学習指導要領にみる被服学習の内容
平成10年版と平成20年版学習指導要領に示され
た被服学習の内容を,第1報で述べた ｢衣生活の営
み｣の定義からまとめると表13'4)になる.
これをみると,平成10年版と平成20年版の被服
学習の内容は,基本的には変わっておらず,被服学
習の目的である ｢学習者と被服の関わり｣を学ぶ内
容が欠落していることが分かる｡
2.被服学習の評価方法
それでは,この被服学習に対して,平成14年2
月に国立教育政策研究所教育課程研究センターから
公刊された 『評価基準の作成,評価方法の工夫改善
のための参考資料』では,どのような評価がなされ
ているのであろうか｡
上記資料に示された被服学習の評価基準は,表 2 5)
に示すとおりである｡
表 1 平成10年及び20年版学習指導要領に示された中学校家庭科被服学習の内容編成
平成10年版学習指導要領 平成20年版学習指導要領
｢A 生活の自立と衣食住｣ ｢C 衣生活 .住生活と自立｣
日的
ア.衣服と社会生活との関わりを考え､目的に応じた着用や個性を生かす着用を工夫できることィ 日常着の計画的な活用を考え､適切な選択ができるこウ 材料に応 じた日常着の手入れと補修 ア.衣服と社会生活との関わりィ の活用の必要性と適切な選択ウ L]常着の手入れ
(6)簡単な衣服の製作 (3)衣生活､住生活などの二L夫
ア.日常の衣服に関心をもち､身体を覆う衣服の基 ア.A/lIを用いた物の製作
(引用文献3) 4)より平凹作成)
表2 中学校技術 ･家庭 (家庭分野) ｢D 衣生活 ･住生活と自立｣の被服学習の評価基準
生活や技術-の関心 .意欲.態度 生活を~一二夫し創造する能力 生活の指能 生活や托術についての知識.理解
ついて,関心を持って学習 について課題を見つけ,そ に関する基礎的な技術を身 に関する基礎的な知識を身
活動に取り組み,衣生活をよりよくしようとしている○ の解決を目指して~工夫しているO につけている○ につけている○
(6)簡単な衣服の製作 日常の衣服について関心を 簡単な衣服の製作について 簡単な衣服の製作について 衣服の基本的な構成につい
持ち,主体的に簡単な衣服 課題を見つけ,その解決を 計画を立てて製作できるo て理解するとともに,簡単
の製作に取り組み,よりよ 目指して自分なりに工夫し な衣服の製作に関する農礎
(引用文献5)より平Bl作成)
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これから,被服学習の評価基準は,表1の被服学
習の内容を,第1報で考察した ｢家庭科の評価の観
点｣から捉え直して設定されていることがわかる｡
しかし,表Zに示された評価の観点からは,中学校
の被服学習が,どのように学習者の ｢人格形成｣に
結びつき,それをどう客観的に評価できるのか,と
いう観点を読みとることはできない｡
3.平成10年版学習指導要領に示された被服学習
の問題点
以上より,平成10年版学習指導要領中学校家庭
科の被服学習には,平成20年版のそれと同様の問
題が存在し,次の二つの課題を解決しなければ,教
科の目的が達成できないことになる｡
第一は,欠落している被服学習の目的を学ぶ内容
を開発していくこと｡第二は,第一の課題を補った
Lで,｢学習者と被服との関わり｣を探求する学習
が,どのように学校教育の目的である学習者の ｢人
格形成｣に寄与できるのかを,客観的に明らかにし
ていくことであるO
これから,本報で目的としたように,第-の課題
解決のために取り組まれている本学部附属中学校の
｢外観 ･被服 ･私｣の授業開発研究を踏襲し,第二
の課題解決を考えていくことは,現行および平成
20年版の学習指導要領に示された被服学習を実践
していく上で,重要な意味を持つと捉えることがで
きる｡
Il.岡山大学教育学部附属中学校における授業開発
研究 ｢外観 ･被服 ･私｣の概要と被服学習
それでは,本学部附属中学校では,どのような被
服学習と ｢外観 ･被服 ･私｣の授業開発研究が行わ
れているのだろうか｡
1.授業開発研究 ｢外観 ･被服 ･私｣の位置づけ
本学部附属中学校では,第 1･2学年の家庭科の
授業を表36)のように計画し,第1学年と第2学年
にかけて被服学習の単元 ｢わたしたちの衣生活｣を
位置づけている｡
｢わたしたちの衣生活｣を編成している小単元2
-6は,表 1で検討した学習指導要領に示された被
服学習の内容が配列されている｡しかし,被服学習
の目的を学ぶ内容が欠落しているため,小単元 1
｢衣服の着こなしについて考えよう｣を設定し,そ
の導入として ｢外観 ･被服 ･私｣の授業を開発して
いる｡
2.｢外観 ･被服 ･私｣の内容
昨年,研究授業として公開された ｢外観 ･被服 ･
私｣の指導計画は,資料 17'に示す通りである｡
｢外観 ･被服 ･私｣は,学習指導要領で欠落して
いる被服学習の目的に相当する ｢なぜTPOに応じ
て被服を着なければならないのか｣｢なぜ洗濯をし
なければならないのか｣という被服の着方や手入れ
の意味を明確にし,｢やり方｣のみの学習に終始し
てしまわないように ｢自分と被服との関わり｣を学
ぶための学習内容で構成されている｡
具体的には,｢自分と被服との関わり｣を考える
ことを通して,自分の外観の特徴を客観的に把握し,
｢自分とはどんな人間なのか｣を明らかにすること,
さらには "自己の内部にあるもの"と"外観に現れ,
人が判断している自分"との差を見つめることによ
って ｢自分とはどんな人間なのか｣を追求し,自分
としての自分を ｢被服｣という外観を通して表現で
きることを理解することを目的として,｢外観とは
何か｣ (2時間),｢自分らしい外観をつくるために
必要なもの｣(1時間)で構成されている｡
3.本学部附属中学校における家庭科被服学習
以上から,本学部附属中学校で実践されている被
服学習は,学習指導要領で欠落していた目的に相当
する内容を ｢外観 ･被服 ･私｣で補い,教科書に示
されていた内容を編成 ･配列し直すことによって全
体を組織していることがわかる｡
ここに示されている被服学習は,｢なぜ,被服を
着るのか｣(目的)-被服の機能-被服の入手 (被
服材料 ･構成)-被服の手入れ-今後の課題という,
一連の衣生活を営むために行わなければならない意
思決定の順に内容が編成されており,第1報で述べ
た教科としての家庭科の目的達成を目指すことが可
能な一つの被服学習の内容編成として評価すること
ができると考えられる｡
IV.被服学習の評価方法への心理測定尺度の適用
それでは次に,以上の被服学習による子どもの
｢人格形成｣評価への心理測定尺度の適用について
考えてみたい｡
1.家庭科被服学習の評価
第1報で述べたように,本来,家庭科の被服学習
では,｢学習者｣が ｢被服｣を中心とする物との関
わりを通して ｢衣生活を営む力｣を育成するととも
に,学習者の ｢人格形成｣を目指さなければならな
い｡
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表3 岡山大学教育学部附属中学校技術 ･家庭科 (家庭)の前期指導計画
第 1学年 前期 技術 ･家庭科 (家庭)の授業
技術 .家庭科の臼棟 .特性 わたしたちの現在および将来のせ活に必要な知識や技術を身につけるために,
実践的 .体験的な学習を中心に行います〕そして生活と技術の関連を理解し,
生活をよりよくしようとする態度やflE力を身につけ,それを生泊に生かす楽し
さを味わうことがねらいです〇
以上のようなことをより安全で効果的に達舷するために,技術 .家庭朴では
学級を半分に分け.少人数での学習を行いますL,
ヰ活を工夫し創造する能力 技術を活用し,ftlTl再を工夫し創造することができるこ.
(生活の技能 生活や技術に関する基礎的な,技能を身につけている_l
生活や技術についての知識.確解 生活や技術に関する基礎的な知識を身につけている_l
揺 中学校第1学年技術 .家庭 (莱 ○ 小学校での家庭科の学習を振り返りながら,中学校技術一家庭杵 (家庭)
塵L聖堂塑峯昼と丞塾生迫1,わたしたちと家庭生活 の特性や第1学年の学習の流れを把指し,この1年間の学田における自分
の課題をもっことができるo
○ 生活者としての自立を目指した生活時間の使い方が工夫ができる口
2,家族と家庭生活のあり方 ○ 家庭生活のあり方を知り,よりよい生活をめざして自分の家庭′L活を改善
丞塾生直と迫畳1,商品の選択と購入 していくことができる〔)
業内 〇 日/)十の消費のあり方を見直し,消費者としての自覚を高めることができる-ど.環境に配慮した消費生 古ー ○ 自分の生活の仕方と環境の関わり方を理解し,環境に配慮した消費生活を
客 わたしたちの衣生活 送ることができる.⊃
単 l.衣服の着こなしについて考 ○ 場面に応じた適切な衣服の着こなしについて理研する.つえよう 衣服の基本的な役割を理解するい
｢外観 .被服 .私｣ ○ 場面に応じた自分の衣服の着こなしを増解する｢､
1し樵 2.衣服のはたらき ○ 衣服と社会生泊とのかかわりを考え,衣服には社会生活をしていく上での大切な機能があることを理解するo
成 3.布や糸の成り立ちと特徴 ○ いろいろな布の成り立ちと特徴を秤僻するし)
○ 糸の成り立ちと繊維の特徴を理解するo
･4.7)ラックスウエアの製作 ○ 快適な生活を送るためのl)ラックスウエアの条件を甥解する,リラックスウエアの製作に必要な探､j`箇所とそのしかたを坪解し,寸法を
正確に測ることができるし､
○ リラックスウエアに適した布を選択し,必要な布の量を見積もることがで
きるO
学習に使用する教科書 ,副教材 ○ 教科書 ｢新しい技術 .家庭 家庭分野｣
○ ノート (プリントが整理できるようにのりを用意しよう)
〔⊃ 資料集
⊂) 技術 .家庭科総合ノー ト
･材料 .道具 .ファイルなど ○ クッキングカード (必要なときに連絡します)
〔⊃ はさみ.色鉛筆 (必要なときに連絡します)
第2学年 前期 技術 ･家庭科 (家庭)の授業
技術 .家庭科のE]標 .特性 わたしたちの現在および将来の生活に必要な知識や技術を身につけるために,
実践的.体験的な学習を中心に行いますLつそして.生活と技術の関連を理解し,
･t:L.活をよりよくしようとする態度や能力を身につけ,生活に生かす楽しさを味
わうことがねらいですL,
以上のようなことを,個に応じた学びをより充実させるという観点から,技
柿 .家庭科では学級を半分に分け,少人数での学習を行いますL-
秤価の醍点 ′1二滴 に対する関心 .意欲 .態度 生活や技術に関心を持ち,意欲的に学習に取り組もうとしているい
生活を工夫し創造する能力 技術を活用し,frl活を工夫し創造することができるrJ
生活の技能 生活や技術に関する基礎的な技能を身につけている｢ノ
生活や技術についての知識.理解 生活や技術に関する基礎的な知識を身につけているで10 これまでの技術 .家庭 (家庭)の学習を振り返りながら,第2学年の学習
揺 第2学年技術 .家庭 (家庭)の
豊里 の鼠れを把据し,この1年間の学習における自分の課題をもっことができるL,
わたしたちの衣生i古 ○ 衣服の手入れと補修の必要性を理解する｢ノ
莱 5 衣服の手入れと補修 ○ 繊維の種類とその性質を醐 写し.適切な衣服の手入れや補修の方法を判断
内 することができる(,
6 これからの衣′L枯 ○ 衣′生活の学習を振り返り,R分の衣生活の課題をまとめる-とがし′きるつ杏 学習したこと 工夫して.仕泊に生かすことができるし.
単 わたしたちの食生枯 (⊃ 食事の果たす役割を粗解し.栄養バランスのよい食事をとる工夫ができる,
1 中学生の栄養と食事わたしたち 戒長 家族 ○ 食事に含まれる栄養素の働きを理解するL,
7t ○ 中学′1三の時期の身体的特徴と,それに伴う栄養所要量を満たす献立を立て
構 . ることができるC.I
成 Cj 人は人との関わりで成長することについて理解することができるー
1 Flot】rBabyl'roject Cj 自分の成長における家族の役割について考えることができる.｢
(フラワー ベイビー 7【ロシエクト) rJ 自分を人との関わりでここまで成長した存在としてとらえることができる.-,
学習に使用する教科書 ,副教材 ○ 教科書 ｢新しい技術 .家庭 家庭分野｣
○ 資料集,技術 .家庭科総合ノート
家庭科ノ-ト
･材料 ,道具 .7アイ/レなど ○ クッキングカード (必要なときに連絡します)
○ はさみ,色鉛筆 (必要なときに連絡します)
?
?? ? ?? ? ? ???? ???? ? ? ? ????? ? ?
?
?
資料 1
第 1学年 D組 技術 ･家庭科 (家庭 )学習指導案
平成19年11月22日 (木) 第 1校時 被服数寄 指導者 原rf7 省汁
題 材 わた したちの衣生活 一外観 ･被服 ･私 -
(｢新 しい技術 ･家庭 家庭分野｣東京書籍)
指導の方針
○ 現在.技術 ･家庭科(家庭)における衣生活の学習では,被服と自分の関わりの学習,つまり衣生首fTの学習
の目的に相当する内容の扱いが人変小さいという問題を抱えている｡そのため, ｢なぜTPOに応じて被服
を着なければならないのか｣｢なぜ洗礎をしなければならか ､のか｣という衣生活における被服の着方や手
入れに位置づけが明確にならず ｢やり方｣のみに終始してしまい,衣生活の学習と実際の衣生活を結びつけ
るのが難しくなっている〔この間親を耶決していくために,｢自分と被服の関わり｣を学ぶための学習内容
を組み込んだ題材を構成した｡
〇 本題材においては.衣生活の学田の本質を踏まえて,自分と紋服との関わりを考えることを過して,自Jjt
の外観の特徴を客観的に把握し, ｢自分とはどんな人間なのか｣を明らかにすること,さらには自己の内部
にあるものと,外観に現れ人が判断している自分との差を見つめることによって ｢自分とはどんな人間なの
か｣を追究し,自分としての自分を ｢被月別 という外観を通して表現できるようにさせていきたい.
o 本校における服装は ｢標準服｣となっており,プレザ-やスラックス,スカー トの色やデザイン等はある
程度きまりがあるものの, "中学'j=_らしく端正なもの●を生徒自身が考えて着用することになっているし他
方,ファッションに対する意識が強くなる年代であり,スラックスをずらして着用したりスカートの丈を短
くしたりすることで ■`かっこよく' ●`かわいく一札られようとしている生徒が多い｡そのため.本人は;L氏諮
していないにもかかわらず ｢外観｣で自分のイメ-ジを損ねているという棚 犬が見られる｡したがって,目
的や場面に応じた着こなしが文践できるように,自分と外観と被服の関係について考えさせ,被服と適切に
関わることができるようにさせたいc
o 技術 ･家庭科(家庭)では.学習者と .∵環境 (人 ･狭義の環境 ･物)｣との関わりを考える学びを展開して
いくことが.技術 ･家庭科 (家庭)の学びの本質につながるとして,本研究をすすめてきた｡ ｢外観 ･被服 ･
私｣の授業を衣生活の学習に組み込むことで,生徒は家庭生活における ｢自分｣と ｢物 (被服)｣との関わ
りを見つめ,自分の人格を表す外観を構成する要素の一つである被服との関わり方を考えることができ,そ
の後の衣生活の学習に有効に生かされていくことができるととらえている｡
目 標
○ 自分と外観と被服の関係を知り,自分らしい外観をつくるために被服と適切に関わることができるように
させる,
○ 衣服計画の立て方を知り,自分で衣服を管理することができるようにさせる｡
○ 既製服の適切な選択のポイントを知り,衣生活に年かすことができるようにさせる｡
○ 被服の手入れや補修の必要性を理解し,汚れや被服材料 二応じた手入れや補修ができるようにさせる｡
計 両
第1次 外観 ･被服･私
1 外観とは何カ
2 自分らしい外観を作るために必要なもの
第2次 衣服の選択と購入
第3次 衣服の手入れと棚
2時間 (本時は第1時)
1時間
本 岬 案 描 画 約1次 1の第 1時)
○ 衣り技をはじめとした外観と人との関係について考えることができるLI
O わたしたちが初対UIJの人を判断する時の安泰を挙げる
学 習 活 動
1 人の印象と外観の関係性
に関心を持つ｡
(1)教師の服装に違和感を
持つL
L21なぜ違和感を持ったの
か理由を発表する｡
2 初対面の人物に出会った時,
自分はどのように対応しどん
な気持ちになるか考えるC
(1)イラストに描かれた6
人の人物に初めて会った
時,自分はどのような反
指導 ･支援 と留意).1
1 人の印象が外観によって変わるという感覚
を/+.徒に持たせることで,本時の学'FIJI勺容に
ついて興味を持たせる｡
(1)普段生徒が学校でRにしている教帥の服
装とは異なり,非常に変な印象を与える服
装や髪型をした姿を見せる｡
(2)普段はどのような服装をしているか思い
出させ,それと比較させることで違和感を
感じた理由を明確にさせる0
2 性別,年齢,国籍の異なる6人の人物を描
いたイラストを提示し,これらの人物に初め
て出会った時の反応について考えさせること
で,我々は初対面の人物を判断する時どこに
視点がⅠ小 ､ているのかを感覚的につかませる｢
(i)反J心のしかたを具体的に考えさせて,そ
の理由とともに学習プリントに記入させ,
発表させる､
○話をする -新の表情や服装からやさしそうな人に見えるから:
･○びっくりする-･高そうな服を着て宝石もしているから
(2) 6人の人物について.
自分は何を知りたいと思
(2) 服装や装飾品なども参考にさせながら,
6人の人物について知りたい内容とその稗
由を学円プリン
○国籍は?目口本人はあまり着ないような服を着ているから
○年齢は?･顔や服を見ると〇〇歳に見えるが実際はどうか
プラント品をたくさん身につけているから
3 初村山の人物に川会った
時.我々は相手のことにつ
いてどのようにして判断し
ているのかを考える｡
り)各班で何の会社にする
か話し合う｡
(2)自分の班の会社の採用
条作について話し合う｡
(3)それぞれの人物に合っ
た什事は何か考える,
(4)資格や特技が6人とも
同じような場合,採用の
合否をどうするか班で話
し合い,その増山ととも
に発表する｡
4 本時の学習を振り返り,
まとめを学田プリントに記
入する｡
発表させる｡
3 ある会社の面接官になり,2で用いたイラ
ストの人物が面接を受けに来た場面を仮定し.
その人物の採用の合否を決TEさせることを通
して,外観とその人に対する判断に関係があ
ることを認識させるっ
(1) 職種が思い浮かばない班には例を示す｡
(2) その会社にはどのような仕事があり,ど
のような人材が欲しいのかを話し合わせ,
発表させる｡
(3) イラストを見た印象から判断させ,その
理由とともに発表させる｡
(4) 条件が等しい場合には外観で判断しがち
なことに気づかせる｡
4 本時の学習を掘り返らせながら,初対面の
人に対してその人を判断する観点を学習プリ
ントに記入させる｡
匝心 .意欲 ･態ljfl
教師の普段の服装と,本時
の授業における服装を見て
変だと思った理由を学習プ
リントに書き山している｡
l学習プリント,発言)
人物イラスト
学習プリント
同心 ･意欲 ･態度l
イラストの人物に初めて
会った時の自分の反応と知
りたい事を学習プリントに
書き出している二
(学習プリント 発言)
匝心 .意欲 ･態雇匪面設定
を把握し,刃王で話し合う活
動において自分の意見を主
張し他者の意見を聞き入れ
ているこ,
(学習プリント,発言)
幽識･理矧
初対面の人を判断する要素
として,外側から見えるも
のを,学 習プリントに書き
出している｡
(学習プリント)
??????????
????? ??
? ? ? ?
?? ?
? ?
?
?
???? ? ? ????? ? ? 〔 ? ???? ????? ? ??
?
?
?
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この考え方に立脚すると,被服学習の結果として
の ｢人格形成｣を心理測定尺度を適用して評価する
ためには,｢学習者自身の心理傾向｣と ｢学習者と
被服との関係性によって生じる心理傾向｣を測定す
る尺度が必要になる｡
2.｢学習者自身｣の心理傾向を測定する尺度
｢学習者自身｣の心理傾向を測定する尺度として
は,第2報で考察した表4に示すローゼンバーグが
1965年に作成し,1982年に山本らが邦訳した ｢自
尊感情尺度｣"】を用いることとした｡
表4 自尊感情尺度
1.少なくとも人並みには,価値のある人間であるC
2.いろいろなよい素質をもっている○
3.敗北者だと思うことがよくある,
4.物事を人並みには,うまくやれるLl
5.自分には,自慢できるところがあまりないLl
6.自分に対して肯定的である,J
7.だいたいにおいて,自分に満足 しているC
8.もつと自分自身を尊敬できるようになりたい○
9.自分はまったくダメな人間だと思うことがある〇
3.｢学習者と被服との関わり｣によって生じる心
理傾向｢学習者と被服との関わり｣によって生じる心
傾向に関しては,｢被服心理学｣の研究成果として
開発された尺度を検討することとした｡
(1)｢被服心理学｣とは
｢被服心理学｣は,日本繊維機械学会から出版さ
れている 『被服心理学』9-の中で ｢被服行動を研究
する領域を被服心理学と呼ぶ｣ lr"としている｡では,
被服行動とは何であろうか｡同書の中で,被服行動
については,次のように説明されている｡
服装は,まず,繊維や糸,布などの材料が構成されて
｢被服｣となり,この被服が文化や社会の文法 (規範,
ファッション)や個人の文法 (態度,パーソナリティ)
に従って着装されて ｢服装｣となる,J- 〔中略〕被服
から服装に至る段階が被服を着るという行動であ り,
被服の購買,着用.廃棄など被服に関する人間行動一
被服行動 (clothinbehavior)-に相当するO川
被服行動を研究する被服心理学は,図 1 12'に示
すように,個人の行動を研究する ｢心理学｣,集団
の行動を研究する ｢社会学｣,集団における個人の
行動や個人の行動に与える集団の影響を研究する
｢社会心理学｣と ｢被服学｣の学問分野が重なる領
域に位置している｡このため,被服行動の分析には
これらの学問領域における理論が通用されるが,研
究対象は ｢物｣ではなく,あくまで ｢人間｣である
としている｡ 13)
図1 被服心理学の隣接学問領域
(2)被服行動を対象とする心理測定尺度
この ｢被服心理学｣の分野では,人間の被服行動
を対象とする ｢心理測定尺度｣が開発され,サイエ
ンス社の 『心理測定尺度集I』に紹介されていたo
これらの心理測定尺度は,着装者 ･消費者として
の被服の ｢選択 .購入｣｢使用 ･着用 (消費)｣｢廃
止 ･廃棄｣の3つの段階から成る被服行動を測定す
る尺度で,表5に示すように,被服行動の全ての段
階を対象とした庄1②と,被服行動のある一 つの段階
を対象とした③～･与の計5種類が掲載されていた,3l'
表5 被服行動を測定する尺度
被服行動の段階 測定尺度
全ての段階 ① ｢被服関心度質問表｣ 神lH (1983)
② ｢被服行動尺度｣ 永野 (1994)
｢選択 .購入｣ ③ ｢知覚されたファッション.リスク評定
尺度｣ 神山 (1993)
｢使用 .着用 ④ ｢服装によって生起する多面的感情状態
(消費)｣ 尺度｣ 西藤ら (1995)
｢廃lト 廃棄｣ LI5〕衣類の廃棄選択における評価基準項目
では,これらの心理測定尺度の中では,どれが
｢学習者と被服の関わり｣を測定する尺度として適
切なのだろうかo
前述した中学校家庭科の被服学習の内容から考え
てみると,被服学習の内容は ｢衣生活を営む力の育
成｣を目標として編成されていることから,｢選
択 ･購入｣｢使用 ･着用 (消費)｣｢廃止 ･廃棄｣等
のある一つの段階に焦点を当てるのではなく,被服
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行動の全ての段階を対象に開発された①②が適切で
はないかと考えた｡
次に,①と②の構成次元について検討を行った｡
① ｢被服関心度質問表｣は,次の8つの被服関心
次元で構成されていた｡
Ⅰ.個性を高めるものとしての被服関心
Ⅱ.心理的安定感を高めるものとしての被服関心
Ⅲ.似合いの良さを追求するものとしての被服関心
Ⅳ.同調を図るものとしての被服関心
V,快適さを求めるものとしての被服関心
Ⅵ.理論づけを図るものとしての被服関心
Ⅶ.慎みを求めるものとしての被服関心
Ⅷ.対人的外観を整えるものとしての被服関心■5'
それに対して,② ｢被服行動尺度｣は,以下の4
つの被服行動次元で構成されていた｡
Ⅰ.被服の流行性に関する ｢~流行性｣
Ⅱ.衣服の機能性,快適性に関する ｢機能性｣
Ⅲ.衣服の社会的な適切さに関する ｢適切性｣
Ⅳ.衣服の経済性に関する ｢経済性｣ 】`
これらを検討した結果,本学部附属中学校家庭科
の被服学習には,②で測定される ｢衣服の経済性｣
に関する内容は含まれていないため,①の万が ｢学
習者と被服の関わり｣を測定する尺度として適切で
あろうと判断した｡
(3)被服関心度質問表
それでは,① ｢被服関心度質問表｣を用いた場合,
中学校家庭科の被服学習における子どもたちのどの
ような心理傾向を測定できるのであろうか｡
｢被服関心度質問表｣は,アメリカの被服心理学
研究者であるクリークモア (A.M.Creeekmore)の
｢被服重要性質問表 ; "∫mportanceofClothing
Questionnaire｣の 日本語版簡略版 として神山
(1983)が作成 したものである017'
ク リー クモアは,社 会心理学者 オルポー ト
(Alport)の ｢パーソナリティによって異なる価値
観の研究｣に学び,｢被服に対する価値観｣を研究
したとされ,それは以下のように説明されている｡
オルポートは,人は①理論的,(fL)経済的,｢3)芸術的,
･⑨社会的,⑤政治的,⑥宗教的の6つの価傍観のうち
どれか1つの価値観に偏って事物を考えるとした｡こ
れらは全て人生に対して真理を,金銭を,美を,善を,
力を,神をそれぞれ価値の目標として生きることを意
昧する｡この価値観に対してクリークモアは,人は板
服に対して次の8つの価値観のいずれかに偏するとした｡
①芸術的:被服について美を阪望し,美を尊重し,莱
に関心を抱く
②経済的;被服の使用と選択について時間を,エネル
ギーを,そして金をかけることを好まない
C3J探求的;被服を実験上の原材料として商品的に評価
しようとする
④政治的;被服を威厳,差別,リーダーシップのしる
Lとして使おうとする
⑤宗教的;被服を象徴として精神的,道徳的な表現と
して使おうとする
⑥感覚的;被服に対して暖かさ,涼しさ.滑らかさ,
ぴったり身体に合うか,ゆったりしている
かなどの快適性を願望する
(7)社会的;着ている被服について他人がどう思ってい
るかと他人に対して関心を抱く
⑧理論的;被服がなぜ使われるのか,被服がなぜ必要
なのか,被服はなぜ満足を与えてくれるの
かという理由を明らかにしたいと願望する
クリークモアは上記のような価値観の分類に対してそ
れぞれ多くの質問項目を用意し,質問紙法によって被
服についての価値観の研究を行って有用な結果を待て
いる｡ 18)
それでは,以上の研究から神山が日本語簡略版と
して作成した ｢被服関心度質問表｣とは,どのよう
な心理測定尺度なのであろうか｡神山は,クリーク
モアの ｢被服重要性質問表｣の妥当性を因子分析法
により検討した手法を参考に,数回の因子分析 ｢バ
リマックス法｣を行い,表 6に示す ｢8つの被服関
心次元｣と各次元を構成する6項目,合計48項目の
質問項目で ｢被服関心度質問表｣を作成している019-
この神山が作成 した48の質問項目に先のクリー
クモアの①～⑧の価値観を対応させてみると,表 6
のようになる｡
したがって,｢被服関心度質問表｣によって,学
習者が何に価値をおいて被服を選択しようとしてい
るかを明らかにすることは,学習者自身の価値観を
投影することになり,学習者の人格の一側面を把握
することになる｡さらに,｢被服関心度質問表｣は,
質問項目の内容が理解できれば,年齢や性別を問わ
ず,広い範囲での測定が可能であると説明されてい
る. 20)以上から,この尺度を用いて,被服学習によ
り生じた学習者の心理傾向,すなわち,学習者の人
格の一部を客観的に把握できると考えられた｡
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V.調査用紙の作成
以上の既存の心理測定尺度に加え,生徒の衣生活
の現状を併せて検討したいと考え,以下の方法でア
ンケー ト項目を作成した｡
1.衣生活に関するアンケー ト項目の作成
(1)文献による生徒の衣生活の現状 ･問題点の検
討
まず,生徒の衣生活の現状を把握するために,文
献による検討を行った｡その結果,Benesse教育研
究開発センターが中学生を対象に行った調査 『モノ
グラフ ･中学生の世界vol.66』 2⊥)に,校則と異な
る服装や髪型をはじめ,学校生活についての意識調
査とその結果が掲載されていた｡
(2)アパレル業者への聞き取り
また,岡山県のアパレル業者である尾崎商事 2'2'
で,生徒の制服 (標準眼)の着崩し方の流行と子ど
もたちに教える制服の着こなし方について,話を聞
くことができた｡
(3)アンケー ト項目の作成
以上を検討すると,二つに共通してみられた ｢制
脂 (標準服)の着方の問題｣と ｢髪型など外観に対
する子どもたちの興味 ･関心｣が,本学部附属中学
校の先生方が生徒の指導上の問題として掲げられて
いた事柄と一致するものであった｡そのため,以下
の質問項目を設定した｡
2.調査用紙の作成
本研究では,被服学習が学校教育の目的である学
習者の ｢人格形成｣にどのように関わるのかを,客
観的に評価する方法が必要となることから,以上で
述べた,表 4に示 した ｢自尊感情尺度｣の10項目
を1要因,表 6に示した ｢被服関心度質問表｣は8
次元の ｢被服関心｣が測定できることから8要因と
考え,9要因58項目からなる質問表とした｡
次に, 9要因58項 目の質問表と,衣生活につい
ての質問項目を順に並べて,調査用紙 (莱)m 成
した｡
作成した調査用紙 (莱)を附属中学校の家庭科担
当の小橋 ･原田が点検し,以下の2点に修正を加え
る必要が兄いだされた｡
①生徒の心情を考慮し,｢自尊感情｣を問う項目
と ｢被服関心｣を問う項目を混合して並べ,質
問表を作成すること｡
② ｢被眼関JLJ を問う項目の難しい語句を,中学
生がわかりやすい語句になおすこと｡
表6 ｢被服関心度質問表｣の下位尺度
要 因 質 問 項 目 の 内 容 質 問項目のカテゴリー クリー クモ アの価値療
1. 1.新しいファッションが市場に柑るとき.私はそれらをまつ先に採用しようとするC ･被 服の流行に関する認識 ++.
個性を高めるものとして 16.私は,洋服ダンスに最新スタイル,のnFiをそろえるように心がけているC
の被服関心 17.私は,新鮮なファッションを求めて近くの町 (繁華街)に出かける〇
32.私は,普通の人が着ていない衣服を買うように心がけている○ ･自分の表現の仕方に関す ②旬⑤
33.人とは違った衣服であるという気分にさせてくれない現由から,私はある椎の るもの
衣服を着用しないことがある,J
48.たとえ人目を引くとしても,私は他の人とたいそう違った衣服を着用するコ
2. 2.ある種の衣服は,私に一層の自信を感じさせてくれる.こ ･自信を持たせる服装につ ④古:
心理的安定を高めるものとしての被服関心 47.私は,最上の(いつちようらの)通勤着(通学服)を着るとき,強い自信を感じる○ いて15 格別 衣服を着るときには,愛想よく,また,開放的になる,J ･被服による感情の変化に ⑤
18.私は.良.Lの(いつちようらの)通勤着(通学服)を着ている場合とそうでない場 ついて
合とでは自分のJj-t分やそのとる行動に違いを感じる〇
34.私は,凹,-こ時中,同じ衣服を着ていると退屈する○
31.私は,自分の気分を高めるために衣服を買うO ･被服の購入と感情について 宜.⑤
3.似合いの良さを追求するものとしての被服関心 3.私は友人と,お二百i二いが着用している衣服の似合いの良さについて話 し合う〇 ･衣服の似合いの良さについて 千14 どのようにアクセサリーを組み合わせれば.自分を魅力的にできるのかを知る アクセサリーについて ･＼壬.②
ため,私は店にならぶアクセサリー .コレ ク ションを研究する○
30.いろいろな衣服とアクセサリーについて,それらをどのように組み合わせたとき,
どのような効果が出るのかを研究してみることは興味深いo
46一新 しい衣服を買うとき,それを試着する前に,似合いそうなアクセサリーを探
してみるO
19.服装に関する新しい情報を得るため,私は雑誌や新聞を読むC ･服装に関する新 しい情報 ②.
35.たとえ友人の誰もが無関心であり,また,自分白身しいて着用 したいと思わな に関して
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4. 4.私は,ある集まりに何を着ていくかについて,自分が決める前にいっしょに行 ･着用による同調 ｢ 面 .
同調を図るものとしての く友人と打ち合わせをするr,
被服関心 13.私は,たとえ似合いそうにないものであつても,多くの人が着用している衣服
を着るウ
20.私は,グループの中で仲間意識を持つために,他の人々と同じような服装をす
るよう心がけている○
36.私はーたとえ自分に似合いそうにないものであつても,職場 (学校)の仲間た
ちの間で流行している衣服を着る○
29.特別の祝典などに対して,もし自分の持っている服が.友人が着るだろうと思･購入による同調 ･②⑤.
われるものと違ったタイプなら,友人にあわせた新しい衣服を購入するC
45.新しい衣服を購入する場合,私は友人が着用しているものと似たものを買うよ
うに心がけているL,
12.特定の布の風合い-例えば,ソフトな,毛羽だった,こしの強い.なめらかな
ての被服関心 -について,特に自分が愛好し,また買いたいと思うものがあるC,
44.私は,生地の風合いに非常に敏感であるコ
28.私は,上腕 (二の腕)を圧迫するような衣服を着用しないようにしているL, 一被服圧に関して ･⑥.
21.私は,たとえ気に入った衣服であつても,快適でないならば着用しないo ･着心地に関して ㊨.
37.私は,衣服が快適でないならば,いらだつo
6.理論づけを図るものとしての被服関心 6.私は,なぜ人々が思い思いの衣服を着るのか知りたい〇 ･被服を着る理由 ㊨
ll.私は,快適な衣服とそうでない衣服があるのはどうしてであろうかと思うC ･快適さについて ･⑧
22 骨とは違った衣服を着用す 人がいるのか興味深く思うC 同調にづいて 官:
38.誰かがあまり似つかわしくない服装で職場 (学校)にやってくる時,私はなぜ
その人がそのような服装をしてきたのを知りたいと思うC
27.私は,衣服について,どのようにすれば最大限,時間,エネルギーまたは金銭 ･経済性について ⑧
を節約できるのかを知りたい J
43.私は,なぜある種の衣服が他より一層気分をよくしてくれるのか不思議に思う○ ･心埠的安定 ⑥:
7.慎みを求めるものとして 7.はっきりしたシルエットをもたない薄着の透けたドレスやブラウスは体をあま ･体型の露出に関する認識 し手りにあらわにしすぎると思う㌧
の被服関心 23.私は,胸元の切り込みの深いドレスを着ている人を見ると,恥ずかしさを覚える〇
26.私は,あまりにも体にぴったりとした衣服を着ている人を見ると何となく恥ず
かしい○
39.私は,あまり体をあらわにしすぎるような衣服を着ている人とは近づきになり
たくない,
10.私は,ジッパーを閉め忘れているような人を見たとき,不快感を覚えるウ ･着装に対する道徳心 ⑦Li､
42.私は.なぜ不謹慎な衣服を着る人がいるのか疑問に思う○
8.対人的外観を整えるもの 8.私は,シーズンの過ぎた衣服が正しく洗濯.保管されているかどうかに気を配る〇 ･被服管理について 壇.ー9 ャツの裾がたえず出てうまくおさまらないような時,わずらわしさを 着装の仕方について ③㊨
としての被服関心 感じる○
25.私は,雨もようのHには,衣服がぬれるのを防ぐために,レインコートを着るか,
傘を持つかする
24.私は,衣服を選ぶ場合,服のシルエットから,それがどのような素材でできて ･被服材料について ③
いるのかを考えるo
40.私は,たえず自分の靴をきれいにしている(, ･靴について 十
表 7 質問項目
あなたは髪型や服装に気 を遣 っていますか｡
髪型や服装についての情報はどこか ら手に入れ ますかD
その名前 (番組名 ･雑誌名など) を数 えて下 さい｡
髪雅ti･服装について周 りの人に注意 されたことがあ りま
すか｡それは,いつ ･誰に ･どんなことで注意 をされま
したか｡
あなたはファッション雑誌を見ますか｡それは,何ですか｡
あなたは通学服 を着る時, きれいに着 るよう心がけてい
あなたは一 人で服 を買いに行 きますか｡
あなたは誰 と服 を買いに行 きますか｡
服装で 自分が表現 されていると思いますか｡
(引用文献 8) 9)より平田作成)
以上の2点を踏まえ,調査用紙 (莱)を修正し,
調査用紙を作成した｡
Vl.プレテス トの実施
作成した調査用紙が,中学生に適用可能かどうか
を検討するためプレテストを,以下の方法で実施し
1.調査対象者 ･実施時期
調査対象は,岡山大学教育学部附属中学校第1学
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年200名 (男子100名 ･女子100名),第 2学年200
名 (男子100名 ･女子100名),計400名とした｡実
施時期は平成20年3月である｡
2.実施方法
①本学部附属中学校家庭科担当の小橋 ･原田か
ら,生徒と保護者に書面による調査依頼を生徒
経由で行った｡
②小橋 ･原田が調査用紙を生徒に配布し,宿題と
して持ち帰らせ,回答を行わせた｡
③回答後の調査用紙は,後日,任意で家庭科教室
に提出させた｡
vl.調査結果の検討
1.調査用紙の回収率
その結果,表 8に示す 1年生男子42名 ･女子62
名,2年生男子56名 ･女子82名の計242名から回
答を得ることができた｡
表8 調査用紙の回収数と回収率
男 子 女 子 合 計 回収率
第 1学年 42/loo宅 62./loo宅 104/200名 52%
第2学年 56/loo宅 82°100名 138了/200名 69%
2.調査結果の分析
回収した調査用紙は,統計処理ソフトSPSSを用
い9要因58項目についてそれぞれの信頼性を分析
した｡
その結果,表9に示すように,各下位尺度の内的
整合性を示すクロンバックのα係数がおおむね0.7
以上となった｡
以上の結果から,作成した調査用紙は本研究に用
いることが可能であることが示唆された｡
3.本調査用紙の作成
プレテストの信頼性の分析が終わった段階で,以
下の2点に検討を加えた｡
①表4の ｢自尊感情｣の項目 ｢8.もっと自分自
身を尊敬できるようになりたい｡｣は,第2報と同
様にマイナスの相関を示したL,本来ならば,第2報
と同様,本調査ではこの項目について除くことが望
ましいが,今後,高校生 ･大学生についても ｢被服
関心｣を検討する予定があるため,この項目も含め
た調査を実施し,分析時において改めて検討するこ
ととした｡
表9 調査用紙に示した9要因の信頼性評価
(N-242)
要 田 クロンバックのα係
① 自尊感情
② 個性を高める
壇l 心理的安定感を高める
④ 似合いの良さを追求する
⑤ 同調を図る
⑥ 快適さを求める
⑦ 理論づけを図る
⑥J慎みを求める
⑨ 対人的外観を整える
被
脂
甲
ノL､
8013
8404
7383
8933
7971
7174
7569
7231
6992
②アンケート項目の質問 ｢あなたは髪型や服装に
気を遣っていますか｡｣に対して,髪型と服装につ
いて別々に答えている生徒がいたため,髪型と服装
をわけて質問項目を設定することにした｡
以上の2点を踏まえ,調査用紙を修正し,表10
に示す本調査用紙を作成した｡
なお,本調査用紙の質問項目 (1-58)とそれ
を作成するために用いた表4･6の既存の心理測定
尺度項目との対応は,表10の欄外に示すとおりで
ある｡
Ⅷ.今後の課題
これまで検討してきたように,本報で作成した本
調査用紙は,中学校被服学習における ｢人格形成｣
の評価に適用できることが示唆された｡
今後は,表 3の年間指導計画に基づき,この本調
査用紙を附属中学校の被服学習の前後に適用して調
査を行い,これらを分析することで,被服学習によ
って心理傾向がどのように変化したのかを考察し,
家庭科の評価に心理測定尺度をどのように適用して
いくことができるか検討していきたい｡
さらに同時に,本報で作成した本調査用紙を用い
て,高校生や大学生にも調査を行い,｢人と被服と
の関わり｣への発達段階の影響も併せて考察してい
きたい｡
引用文献
1)佐藤園,河原浩子,平田美智子,小橋和子,原
凹省吾 ｢教科としての目標達成を目指す家庭科評
価研究 (第 1報)一平成20年版学習指導要領に
示された学校教育の理念と家庭科の位置づけ ･問
題点 -｣岡山大学教育学部研究集録第139号,
2008,101-108頁
2)佐藤固,河原浩子,平田美智子,小橋利子,原
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表10 完成した本調査用紙
年 組 番 (1男 ･2女) 氏名
【記入上の注意】
次の文は,あなたと捌 炭との関係についての質問ですDそれぞれの文章をよく読んで.それが現在の自分にとってどれくらい
当てはまるかを考え.最も適していると思われる数字を○で囲んでくださいD
選択肢
1 まったくあてはまらない
2 あまりあてはまらない
3 どちらともいえない
4 それに近い
5 まったくそのとおり
(例)私はまわりの人々からはめられそうな衣服を着用するよう心がけている｡
1.新しいファッションが市場に出るとき,私はそれらをまっさきに採用しよう
2.私に自信を感じさせてくれる種類の被服がある｡
3.私は友人と,お互いが着用している衣服が似合っているかを話し合う｡
4.私は,ある集まりに何を着ていくかについて,自分が決める前にいっしょに1
ち合わせをする｡
5.衣服の肌ざわりは,私にとって蛋要である｡
6.少なくとも人並みには,価値のある人間であるo
私は,なぜ人々がそれぞれの好みに合わせて衣服を着るのか知りたい｡
薄くて柔らかく,
私は,
透けた布地のドレスやブラウスは体をあらわにしすぎると′
シーズンの過ぎた衣服が正しく洗濯 ･保管されているかどうかに気を貞
10.私は,シャツのすそがたえず出てうまくおさまらないような時,わずらわし
ll.私は,ジッパーを閉め忘れているような人を見たとき,不快感を覚える｡
12.色々な良い素質をもっている｡
13.私は,快適な衣服とそうでない衣服があるのはどうしてであろうかと思う｡
14.特定の布の手触りや外観 一例えば,柔らかさ,硬くてしっかりとした,
めらかな-について,特に自分が愛好し,また買いたいと思う物があるo
15.私は,たとえ似合いそうにないものであっても,多くの人が着用している衣月
16.どのようにアクセサリーを組み合わせれば,自分を魅力的にできるのかを知
店にあるアクセサリーなどをよく調べる｡
17,私は,大変気に入っている衣服を着るときには,愛想よくまた,開放的にな
18.敗北者だとよく思うことがある｡
19.私は,洋服ダンスに最新スタイルの服をそろえるように心がけている｡
2O.私は,新鮮なファッションを求めて近くの町 (繁華街)に出かける0
21.私は,学校の標準眼を着ている場合とそうでない場合とでは,日分の気分や
に違いを感じる｡
22.服装に関する新しい情報を得るため,私は雑誌や新聞を読む｡
23.私は,グループの中で仲間意識を持つために,他の人々と同じような服装をす
けている｡
24.物事を人並みには,うまくやれる｡
25.私は,たとえ気に入った衣服であっても,快適でないならば着用しない｡
26.私は,なぜ皆とは違った衣服を着用する人がいるのか興味深く思う｡
27.私は,胸元が大きく開いた服を着ている人を見ると,恥ずかしさを覚える｡
28.私は,衣服を選ぶ場合,服のシルエットから,それがどのような素材ででき
考える｡
29.私は,雨もようの日には,衣服がぬれるのを防ぐために,合羽を着るか,傘を
30.自分には,自慢できるところがあまりない｡
31.私は,あまりにも体にぴったりとした衣服を着ている人を見ると何となく恥
- 1 1 5 -
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32.私は,衣服について,どのようにすれば最大限,時間やエネルギーまたは金銭を節約でき
るのかを知りたい(｣
33.私は,上腕 (二の腕)を圧迫するような衣服を着用しないようにしている｡
34.特別の祝典などに行くときの服が,友人と違うタイプの服ならば,友人にあわせた新しい
衣服を購入する｡
35.いろいろな衣服とアクセサリーについて,それらをどのように組み合わせたとき,どのよ
うな効果が出るのかを研究してみることは興味深い｡
36.自分に対して肯定的である｡
37.私は,自分の気分を高めるために衣服を買う｡
38.私は,普通の人が着ていない衣服を買うように心がけている｡
39.人と同じ衣服であると思われたくないので,私は人と同じような衣服を宕用しないことが
ある0
40.私は,四六時中,同じ衣服を着ていると退屈する｡
41.たとえ友人の誰もが無関心であり,また,自分自身しいて着用したいと思わなくても,何
が新しい流行の眼なのかを知りたいと思う｡
42.だいたいにおいて,自分に満足している｡
43.私は,たとえ自分に似合いそうにないものであっても,学校の仲間たちの間で流行してい
る衣服を着る0
44.私は,衣服が駄適でないならば,いらだつ｡
45.誰かがあまり似つかわしくない服装で学校にやってくる時,私はなぜその人がそのような
服装をしてきたのを知りたいと思う｡
46.私は,あまり体をあらわにしすぎるような衣服を着ている人とは友達になりたくない｡
47.私は,たえず自分の靴をきれいにしている｡
48.もっと自分自身を尊敬できるようになりたい｡
49.私は,衣服とアクセサリーとがうまく調和するように71主音しているL1
50.私は,なぜ不謹慎な衣服を着る人がいるのか疑問に思う｡
51.私は,なぜお気に入りの衣服が他より 一層気分をよくしてくれるのか不思議に思う｡
52.私は,布地の手触り,感触に非常に敏感である｡
53.新しい衣服を購入する場合,私は友人が着用しているものと似たものを買うように心がけ
ている｡
54.自分は全くだめな人間だと思うことがある｡
55.新しい衣服を買うとき,それを試着する前に,似合いそうなアクセサリーを探してみる｡
56.私は,学校の標準服を着るとき,強い自信を感じる｡
57.たとえ人口を引くとしても,私は他の人とたいそう違った衣服を着用する｡
58.何かつけて自分は役にたたない人間だと思う｡
･あなたは髪型に気を這っていますか｡
･あなたは服装に気を遣っていますか｡
･髪型や服装についての情報はどこから手に入れますか.
その名前 (番組名 ･雑誌名など)を教えてください｡
･髪型 ･服装について周りの人に注意されたことがありますか,J
それはいつ ･誰に･どんなことで注意をされましたかO
･あなたはファッション雑誌を見ますか｡それは何ですかo
･あなたは通学服を着るとき,きれいに着るように心がけますか
･あなたは一人で服を買いに行きますかO
･あなたは誰と服を買いに行きますかC
･服装で自分が表現されていると思いますか｡
･はい ･いいえ
･はい ･いいえ
･TV ･雑誌 ･友だち
(
･はい ･いいえ
いつ ( )誰に (
･はい ･いいえ
･はい ･いいえ
･はい ･いいえ
･友だち ･親 ･その他
･はい ･いいえ
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)どんなことで ( )
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どもの自己認識形成評価への心理測定尺度適用の
試み (1)一教科としての目標達成を目指す家庭
科評価研究 (第2報)-｣岡山大学教育学部研究
集録第140号投稿中
3)文部科学省 『中学校学習指導要領 (平成10年
12月)解説一技術 ･家庭編-』,東京書籍,2004,
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被服30
?? ?? ?? ?????
55-57頁
4)文部科学省 『中学校学習指導要領解説技術 ･家
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頁
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